
寒冷期の
子牛の管理

●今後の行事予定 登録日 子牛セリ市開催日 青文字：黒毛和種成雌牛登録検査日程
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　子牛の健康を維持

するためのポイント

はいくつかあります

が、この寒冷時期に

特に留意すべきこと

はなんでしょうか？

寒いということは、

子牛に想像以上のス

トレスを与えます。

　新生子牛は、寒さ

から身を守る皮下脂肪がほとんどなく最低限界温度は

10℃程度といわれています。10℃を下回る場合、防寒

ジャケットを子牛に着せる実例があります。また、外気温

に加えて外気温の温度差及び体感温度も問題となりま

す。外気温が10℃でも、風が当たると、体感温度は下が

り、更に子牛のストレスは増します。また、昼と夜の温度

差が６℃以上になると子牛への影響は増大します。保温

器や保温箱などで体感温度を上げることは有効な方法

ですが、その場合、一日の温度差が、大きくならないよう

な工夫が必要です。隙間風の対策を行う際、換気（外気

の取り入れと内気の排出）にも注意が必要です。換気が

不十分だと、空気中のアンモニア濃度が増え、肺炎等の

呼吸器病に罹患する危険性が高まります。また、寒冷時

期は、摂取すべき養分量が増しますので、質の良い母乳

（又は、代用乳）を十分に摂取できるように、母牛の飼養

管理（又は、哺乳管理）を適正に行うと同時に、ルーメン

（一番めの大きな胃袋）内の発酵が異常にならないた

めの管理が必要です。子牛は、生後１ヶ月を過ぎると、母

乳だけでは一日必要量をまかなうことができませんの

で、濃厚飼料の摂取量をあげることが極めて重要です。

しかし、濃厚飼料中の繊維含量が低い場合、ルーメン内

の発酵が急激に進行し、下痢の発生、引いては、養分摂

取量の不足を招きます。その場合、ある程度の粗飼料を

前に給与するか、又は、濃厚飼料の中に、粗飼料を混ぜ

て（哺乳期子牛用の配合飼料には粗飼料を含有するも

のがあります）給与することが必要です。濃厚飼料の摂

取量を改善する方法として、粗飼料（哺乳期子牛は濃厚

飼料より粗飼料を好みます）、粉ミルク又は砂糖を少量

混ぜて給与する実例があります。尚、母乳や代用乳を摂

取している時も、必ず、新鮮な水を給与すべきです。そう

しないと、濃厚飼料の摂取量も増えません。

　この時期は、寒冷ストレスや養分不足ストレスがかか

りやすいですので、強烈なストレスとなる離乳、群飼へ

の移行、狭い又は暗い空間での飼養、飼料の変更、耳標

装着及び去勢等を同時に行うことは避けるべきです。ま

た、微生物による感染症の内、ウイルス感染症について

は、ワクチン接種である程度予防できます。また、常在す

る環境菌の菌数を増やさない、又は、新たな菌を導入し

ないために消毒は励行すべきです。

（NOSAIみやざき　足立）
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